
平成 12 年国勢調査確定数 第１次基本集計結果概要 
 

平成12年10月1日現在で実施された「平成12年国勢調査」の第１次基本集計結果（確定数）

の福岡県分が、総務省統計局より公表されましたので、福岡市関係分の概要をお知らせしま

す。 

 

平成12年国勢調査の人口及び世帯数の確定数は次のとおり。 

人口1,341,470人 (平成7年比 56,634人増 4.4％増） 

世帯数599,989世帯（平成7年比 55,813世帯増 10.3％増) 

 

老年人口(65歳以上)は13.3％で前回比2.3ポイント増加、年少人口（15歳未満）は

14.2％で1.8ポイント減少し、少子高齢化が進んでいるが、 年少人口比率は老年人

口比率を上回っている。 

 

１世帯当たり人員は2.24人で、１人世帯が43％を占め、世帯の小規模化が進展。 

 

高齢者のいる世帯は約2割、高齢夫婦・高齢単身世帯は合計で1割を超え、大幅増加。 

 

25～29歳の未婚率は男73.2％､女63.4％と毎回上昇､今回は30～34歳が最も大きく

上昇した。 

 

 持ち家率は37.3％、共同住宅世帯比率は69.2％で、いずれも前回より微増。 

 



                    

総人口は1,341,470人、前回より4.4％増 

 

 平成12年10月1日現在の国勢調査による福岡市の総人口は、1,341,470人となっている。

前回と比べると、56,634人の増加(増加率4.4％)で、増加率は前回(3.9％)をやや上回った。 

 区別にみると、人口が最も多いのが東区で、以下南区、早良区、博多区、西区、中央区、

城南区の順で、すべての区で増加した。前回からの増加数は西区が最大、増加率は中央区が

最大である。 

 男女別では、女性が45,838人多く、性比（女性100人に対する男性の数）は93.4で、前回

を1.2ポイント下回った。 

 

 

 

 



 

進む少子高齢化、65歳以上が13％を超える 

人口を年齢(3区分)別にみると、年少人口(15歳未満)は191,092人(構成比14.2％)、生産

年齢人口(15歳～64歳)は967,799人(同72.1％)、老年人口(65歳以上)は177,771人(同

13.3％)となっている。 

 構成比を前回と比べると、年少人口は1.8ポイント、生産年齢人口は0.5ポイントそれぞれ

低下、老年人口は2.3ポイント上昇し、少子高齢化が一段と進んでいる。 

 全国では、年少人口比率、生産年齢人口比率、老年人口比率がそれぞれ14.6％、67.9％、

17.3％となっており、本市は全国に比べ、老年人口比率が低く、生産年齢人口比率が高い。 

 平均年齢は38.6歳で、前回より1.7歳上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

単独世帯が増加、核家族世帯は５割を下回る。 

 総世帯数は、599,989世帯で、前回から55,813世帯増加(増加率10.3％)し、増加率では人

口増加率の約2.3倍となっている。 

 世帯の家族類型別でみると、親族世帯が56.3％、単独世帯が43.1％となり、前回と比べ、

親族世帯の5.1％増加に対し、単独世帯は17.1％増加している。 

 親族世帯のうち、核家族世帯は前回に比べ6.4％増加したものの、一般世帯に占める割合

は５割を下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

高齢者のいる世帯は２１％、高齢夫婦・高齢単身世帯は１１．６％ 

 

 65歳以上の親族のいる世帯は、124,897世帯(構成比21.0％)で、前回から、24,187世帯増

加(24.0％増)し、高い伸びを示している。区別にみると、構成比、増加率とも最も高いのが

西区、最も低いのが中央区となっている。 

 高齢夫婦世帯は、32,356世帯で、前回より、7,570世帯(30.5％増)と大幅に増加している。

区別にみると、構成比が最も高いのが西区、最も低いのが博多区。 

 高齢単身世帯は、36,695世帯で、前回より、11,338世帯(44.7％増）増加している。区別

にみると、構成比が最も高いのが博多区、最も低いのが東区。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２５歳～２９歳で女性の約６割が未婚 

15歳以上人口について男女別に配偶関係をみると、有配偶率は男性が54.1％、女性が

49.2％で、前回と比べ、男性で1.3ポイント、女性で2.0ポイント低下している。 

 年齢別に未婚率の推移をみると、男女各年齢階級とも上昇しているが、30歳～34歳で前回

に比べ、男性が8.0ポイント、女性が8.6ポイント上昇している。25歳～29歳の女性では未婚

率約６割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

持ち家率は37％、共同住宅世帯率は69％で、ともに微増 

 

 住宅を所有関係別にみると、民営の借家が258,690世帯（構成比44.7％）で最も多く、次い

で持ち家が215,796世帯(同37.3％)となっている。 

 住宅の建て方別では、共同住宅が400,253世帯(構成比69.2％)で最も多く、次いで一戸建

が166,948世帯(同28.8％)。 

 持ち家率は37.3％で、前回より0.9ポイント増、共同住宅世帯率は69.2％で、前回より2.7

ポイント増となっている。 

 

 

 

 

 



 

 

 

外国人は１１,５９６人で、前回より９．６％増 

 

本市に居住する外国人は11,596人で、前回より9.6％増。総人口に占める割合は0.9％とな

っている。 

国籍別では、韓国・朝鮮が45.1％と最も多く、次いで中国が33.6％となっている。 

 

 

 

 



 

 

 参考１ 国勢調査人口の推移（現在の市域による人口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)人口密度のもととなる面積は、国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に

よる。 

注 2)世帯数については昭和 50 年以前と 55 年以降で世帯のとらえ方が異なる。 

 



 

 

 

参考２ 福岡都市圏の世帯数及び人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）人口増減数及び人口増減率について、福岡市と春日市は、平成７年結果を現在の市域に組替えた

ものである。 


